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【 北 部 】 


その 美 し さ か ら 「 北 方 の 薔薇 」 と 称 さ れる 
古都 チェ ンマ イ を 中 心 と し た 北部 は 、 タ イ 
最高 峰 イ ンタ ノン 山 を は じ め と し た 峰 々 が 
重なる 緑 豊 か な 山岳 地帯 。 か つて この 地 
を 支配 し た ラン ナー 王国 の 影響 で 、「 ラ ン 
ナー スタ イル 」 と 呼ば れる 独自 の 文化 が い 
ま も 色 濃く 残る ほか 、 ミャンマー や ヤラ オス 
と 国境 を 接し 、 ま た 山岳 民族 が 多く 暮らす 
な ど 多 彩 な 文化 が 特徴 的 な 地域 で す 。 
タイ 族 初 の 王朝 が 築 か れ た スコ ー タ イ も 
この 北部 の 南端 に あり ます 。 
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イサ ー ン 地方 と も 呼ば れ 、 最 も 広大 な 
地域 で す 。 平 均 標高 約 200 メー トル の 級 い 
$ 起伏 が 続く コラ ー ト 高原 が ほぼ 全域 に 
i n 広がっ て お り 、 古 代 の 農耕 文明 や 、 その後 
« の クメール 王朝 時 代 の 遺跡 が 各地 で 発見 
され る な ど 奥 深い 歴史 性 と 、 ラ オス や カン 
ボ ジ ア か ら の 影響 を 受け つつ 育ま れ て きた 
独自 の 伝統 文化 が 魅力 的 で す 。 また 人 々 


クレ ッ ト 島 ば ャ 4 ブラ ャ = 用 
崎 ど 


狗 いた 佑 と 伝 謗 の お 朱子 = ト の あたたか な ホス ピタ リティ も よく 知ら れ て 
いま す 。 
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農作物 の 栽培 に 適し た 肥 潜 な 大 平原 が 
広がる 中 央 部 。 国 内 で も っ と も 発展 を 遂げ て 
いる エリ ア で 、 北部 か ら 流れ タイ 滋 へ と 注ぐ 
チャ オプ ラ ヤ ー 川 の 下流 域 に は 、 バ パン コク 
@ 王朝 セア ユタ ヤ 王 朝 に よる 都 が 置か れる 
a な ど 、 常 に 政治 = 経済 文化 の 中 心 を 担っ て 

きま し た 。 ま た パト ゥ ムタ ー ニ ー や ヤス パン 
ブリ ー、 ラ ー チ ャ ブリ ー と いっ た 周辺 地域 


= ke は 稲作 地帯 と な っ て お り 、 美 し い 緑 の 田園 
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風景 が 続き ます 。 一 方 、 タ イ 湾 に 面 し た 
の の ピ = テ 沿岸 部 で は 、 ホ ア ヒ ン ヤセ チ ャ アム と いっ た 
街 が 王室 の リゾ ー ト 地 と し て 有名 で す 。 
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【 南 部 】 


マレ ー シ ア と 国境 を 接する 南部 は 、 西 は 
アン ダマ ン 海 、 東 は タイ 湾 に 面 し 、 プー ケッ ト 
や サム イ 島 な ど 世 界 的 に も 有名 な 美しい 
ビー チリ ゾー ト が 点 在 す る 地域 で す 。 ま た 
それ ら の 背後 に 広がる 内 陸 部 に は 、 熱 帯 
の ジャ ング ル に 覆 わ れ た 豊か な 自然 環境 が 
広がり 、 さ ま ざ ま な アク ティ ビ テ ィ も 楽し む 
こと が で きま す 。 中 国 か ら の 移民 や マレ ー 人 、 
タイ 人 な ど が と も に 暮らし て きた 歴史 か ら 
育ま れ た 独自 の 文化 性 も 特徴 的 で す 。 


【 ハ ッ ピ ー ち ゃ ん アイ コン ]】 
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